






























































たO ここにその 3年間の取り組みの実際と A児の成長する姿を報告する o
n. A児のプロフィールと B幼稚園への訪問相談の方法
1. A児のプロフィール 2002年生まれ 男児
視力:右 0、左 0.01 視野 10。
2. B幼稚園 町立、 3'""5歳児の園児数 20人程度の小規模園、 2クラス編成
3. 訪問相談の方法
A児は 8'""10人のクラスに在籍 (4歳児年中組では 3，4歳児の混
合クラスであった)
・期間平成 18'""20年度 学期に 1回
・保育観察 11 :00'"" 14:30 この聞に保護者との懇談の機会もあった O
-指導検討会 15:00'"" 16:00 
参加者:園長、保育者 3名(うち 1名は障害児担当の講師)
保健師、盲学校教員、大学教員











































ぶ手だてを思いつき、その方法では 50回程続けて跳べるようになっていた O 盲
児が縄跳びを学ぶ手段としては、縄を回し、縄の床に落ちる音を確認してまたぐ
方法がありその紹介をしたところ、年中組に入った折にはその手法で熱心に練習







































































































????っ ー?????????? 。?????、? ??
?
?















































































他方、 A 児の保護者に対して B園からは多大な育児支援が行われた O 視覚障害のあ
る場合には日常の生活が過保護になりがちであり、そのような早期の専門的な支援は
大学でも盲学校においても伝達されてはいたが、 A 児の家庭では自立を目指した努力





さらに園生活の大きな成果は B園における A 児の友達との交流であった o B園は
宮城県北部の人口 1万人程の町にある 4つの幼稚園の中で在園児 20名余の最も小規
模の園である O また、保育者は園長、支援講師を含めて 4名と視覚障害のある A児に





士の遊びでは A 児のペースを見守りながら一緒に楽しむゆとりが育まれていった O こ
の共に暮らした園児達には障害のある友達への優しい心遣いが育っているのが感ぜら
れる O そして、 A 児には年長組の後半に友達とのいざこざの際「見えないんだからし
ょうがないでしょ J と抗議するような場面も見せて心の成長を感じさせるものとなっ
たD
こうした A 児の 3年間の見事な成長は B園の保育者の熱心な温かい指導によるも
のである O 私共のコンサルテーションと本報告のまとめには、 B園はじめ関係機関の
方々に多大なご協力をいただいた O ここに深く感謝の意を表したい O
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